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東洋大学様

東洋大学様はアクティブラーニングをコンセプトとして、2017年4月に
オープンする10号館を整備することになりました。当社は、自由に組み
替えられる机と椅子およびプロジェクター付きのホワイトボードをアク
ティブラーニング教室に、長期使用に耐えられる壁面ホワイトボードを
グループ学習室に導入いたしました。

　東洋大学様では、2016年に東洋
大学ビジョン「Beyond2020」を策定
され、大学力の強化に取り組まれて
います。具体的な取り組みの一つと
して教育の質的転換を目指して、能
動的な学習を重視した教育方法へ
の転換を進めています。それを支援
する環境整備として、2017年４月に
オープンする白山キャンパス10号館
にアクティブラーニング教室を整備
することになりました。

シンプルで使いやすい
アクティブラーニング教室

　グループワークが行いやすいアク
ティブラーニング教室は、すでに5号
館に設置されていました。小規模な

習室では、塗料によって壁面全体を
ホワイトボードにしました。当初は、
長期で使用すると塗料が剥がれたり
劣化したりするのでは、という疑問が
出ていました。
　そこでご提案したのが、アイデアペ
イントです。アイデアペイントによっ
て壁面をホワイトボードにするという
提案は、広いエリアを使って自由で
多様なアイデアの創出を促進する、
長期的に低コストで使用できるとい
う2つの課題をクリアしたため導入と
なりました。
　今回の壁面ホワイトボードは、より
自由な学習環境を整備できる将来
性も兼ね備えています。

教室の中で快適にグループワークを
行える環境がポイントで、今回は5号
館を踏襲したものとなりました。
　移動式で組み替えのできるホーム
ベース型の机は、グループワークが
行いやすく高い評価を得ていまし
た。また、プロジェクター付きのホワ
イトボードは、グループごとにシンプ
ルに使えるため授業で積極的に利用
することができます。
　このような環境は、今後のICTの変
化にも対応しやすいという点でも優
れています。

長期的な使用を視野に入れた
グループ学習室

　今回、初めて設置したグループ学
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省スペースで効率的なグループワークとディスカッションを行える環境の整備
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必須ポイント 成約の決め手

グループワークに特化した
教室作りに対するシンプル
な提案と、長期利用に対す
る不安感のない提案があっ
たこと

グループワーク・ディスカッションに向いた教室であること

小規模な教室でも快適な環境でシンプルに使えること

長期的な利用を見越した導入であること

壁面をホワイトボードにしたグループ学習室

10 号館の階段は開放的な吹き抜けで、ガラスで
仕切られたグループ学習室が設置されている。

白山キャンパスに新設された10 号館

本事例は 2017年 7月の時点での情報を元に作成しております。
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東洋大学正門

ユーザーの声：

東京都武蔵野市中町1-4-4
スクウェアー三鷹3F
　0422-60-5155

愛知県名古屋市昭和区御器所3-2-5
　052-872-0505

お問い合わせ

東海支社

http://densys.jp

首都圏支社

　2017年度に新設した国際学部、
国際観光学部は10号館を利用して
います。国際的に通用する人材を育
成するには、学生が主体的に問題を
解決していく授業が行える環境が必
要です。そこで、10号館はアクティブ
ラーニングを念頭に置いた、今まで
にないコンセプトで建てられました。
　アクティブラーニングの取り組みと
しては、2012年にラーニング・コモ
ンズを図書館に設置したことから始
まりました。その後、授業でもそうい
う環境が使えないかという話が出て
きましたが、整備しても利用者がい
るのだろうかという不安の声もありま
した。
　検討を続ける中、経済学部の教員
からグループワークを取り入れたア
クティブラーニング型の授業を強化

たからです。　
　ICTの環境は日々変わっていきま
す。今回の設置で基本的なインフラ
は整備できたと思っています。今後
は、これをベースに必要なものがあ
れば追加していくことも考えていま
す。電子システムさんには、そういっ
た今後のフォローも期待しています。

したいという話が持ち上がり、5号館
への設置に踏み切りました。導入直
後は経済学部の教員だけでしたが、
現在は他学部にも利用が広がり、高
い評価を得ています。
　教室の設置に関しては、いかにシ
ンプルで使いやすい設備にするかと
いう方針で検討していました。複雑
な設備は授業運営自体を根本から
変えないと使えない恐れがあります。
そのような事態を起こさないように
バランスの良い設備にする必要があ
りました。
　一方でアクティブラーニングという
意味を考えた時、その定義は実に曖
昧な概念です。私たちはそれをシン
プルに捉えて、グループワークやディ
スカッションがしやすい環境と考え
ることにしました。
　今回、電子システムさんの提案を
採用したのは、シンプルにしたいと
いう私たちの考えを汲んでいただい

高機能よりもシンプルで
使いやすさを追求

■省スペースで効率的なグループワークを実現させる机と椅子
■ホワイドボードに
投影するプロジェクター

■グループワークのやりやすさを追求したアクティブラーニング教室


